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まった試料をポリタンクに回収し､分析した。
なお、試料収集開始日には容器内に300～500
mlの降下物捕集水を入れておいた。また、昆
虫の侵入を防ぐため6月より10月まで開口部
より10cm下の所に､穴の大きさ1.5mmの防虫ネ
ットを張っておいた。
試料の処理方法
採集した試料は導電率、pH、酸･アルカリ
度を測定し、窒素化合物・リン酸測定用のサ
ンプルを分取したのち、0.45ミクロンのメン
ブランフィルターでp過して水不溶性降下物
を測定した。ロ液は水溶性成分の測定に使用
した。
試料の分析方法
採集した試料は以下の方法で分析した。
PH：電極法
ナトリウムイオン：炎光光度法
カリウムイオン：同上
カルシウムイオン：EDTA滴定法
マグネシウムイオン：同上
塩化物イオン：チオシアン酸第二水銀法
硫酸イオン：クロム酸バリウム法
炭酸水素イオン：酸消費量より算出
イオン状シリカ：モリブデン黄法
11月以降はモリブデン青法
アンモニウムイオン：インドフェノール法
亜硝酸イオン：GR法
140
硝酸イオン：亜鉛還元一GR法
リン酸イオン：モリブデン青法
なお、降水量・平均気温は富山地方気象台
(当館より北北西に3.3kmの地点）の観測デー
タを利用した。
結果
観測結果を表1に示す。
降下物の総量は、夏期に少なく、冬期は多
くなる傾向が見られた。これを、各成分につ
いてみると、塩化物イオンの降下量は、9月
以降増大し､11月と1月にピークが見られた。
また、ナトリウムイオン、カリウムイオン、マ
グネシウムイオンの各降下量も塩化物イオン
と同様の変化を示した。これに対し、硫酸イ
オンは、秋・冬のピークの他、7月にもピー
クが見られた。また、カルシウムイオンは硫
酸イオンと同様の変化を示した。
なお、10月以降、採取容器中に藻類の発生
が見られたため栄養塩類の値が変化している
ものと思われる。
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